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News Release 

報道関係者各位                                              

株式会社ジンジブ 

2026 年 1 月 29 日                    

 

 

 
 

高校生の就職を支援している「ジンジブ」（大阪市）は 、企業の高卒採用ご担当者を対象に「【26 卒】高卒採用の充足状況

と採用活動に関する調査（2025 年 12 月）」を実施しました。  

 

<調査概要＞ 【26 卒】高卒採用の充足状況と採用活動に関する調査（2025 年 12 月） 

調査期間：2025 年 12 月 9 日（火）～2025 年 12 月 10 日（水） 

調査方法：インターネット調査（PRIZMA） 

有効回答数：1,010 人 

調査対象：調査回答時に企業の高卒採用ご担当者と回答したモニター 

調査元：株式会社ジンジブ（https://jinjib.co.jp/） ／モニター提供元：PRIZMA リサーチ  

 

＜調査の背景＞ 

少子高齢化により労働人口の減少が進む中、企業における若手人材の確保は年々厳しさを増しています。 

特に、高卒採用市場においては、長年続いた「求人票」を中心とした就職活動の仕組みに加え、近年のデジタル化や生徒の

キャリア観の変化により、従来の手法だけでは十分な母集団形成やマッチングが難しくなっているのが現状です。 

そのような背景から、多くの企業が採用難や入社後のミスマッチといった課題に直面しており、時代に合わせた採用活動へ

の変革が求められています。そこで当社は、企業の高卒採用ご担当者を対象に「2026 年卒の高卒採用の充足状況と採用活動」

に関する調査を実施しました。27 卒の採用活動をスタートにあたり、企業の高卒採用計画の最新動向について考えます。 
 

＜アンケート結果＞ 

■2026 年卒の高卒採用の実態とは…約 3 割が「採用充足した」と回答！採用活動継続も 3 割を超える  

１．2026 年卒の高校新卒の採用人数について計画通り充足しましたか？ 

 

【26卒】高卒採用の充足状況と採用活動の調査（2025年 12月） 

採用充足は 3割にとどまる現実！令和の高卒採用難を勝ち抜く戦略とは 

【本件に関する取材の問い合わせ先】 

株式会社ジンジブ 広報：佐藤（TEL 070-1686-0594） E-mail：pr@jinjib.co.jp 

https://jinjib.co.jp/
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「2026 年卒の高校新卒の採用人数について計画通り充足したか」とたずねたところ、『計画通り充足した（29.4％）』と回

答した方は約 3 割にとどまりました。 

一方、『充足していない（1 名以上内定を出したが満足していないため、採用活動は継続）（32.4％）』『充足していない（1

名以上内定を出し、採用活動は終了予定）（24.5％）』という結果となりました。約 7 割が、計画通りの採用人数を確保できて

いない実態が浮き彫りになりました。さらに詳細を確認すると、内定を出しても満足できず、活動を継続する企業が 3 割を超

えていることから、激しい採用競争が続いていることが推察されます。 

また、採用人数の充足状況を、回答者の業界属性別で見ると「製造業」、勤め先企業規模別で見ると「1,000 人以上」の企

業が採用の充足度が高かったということがわかりました。 

 

２． 2026 年卒の高校新卒の採用計画は昨年と比較し、募集人数枠の増減はありましたか？ 

 
 

「2026 年卒の高校新卒の採用計画は昨年と比較し、募集人数枠の増減はあったか」とたずねたところ、『変わらない

（49.3％）』が最も多かったものの、『増やした（45.0％）』と回答した方も約半数となりました。 

募集人数枠を拡大する企業が約半数に上り、将来的な事業成長のために、高卒人材のポテンシャルに期待を寄せていると考

えられます。 

また、『2026 年卒から採用を始めた』という回答も一定数存在することから、労働力不足を背景に、高卒人材を新たな戦力

として評価する動きが広がっているようです。 

 

 

■採用における重要ポイントとは？今後取り組むべきことは「直接的なアプローチ」だった！ 

 

採用難易度が高まる中、採用に成功した企業はどのようなきっかけで生徒たちと出会うことができたのでしょうか。 

2026 年の高卒採用人数について、『計画通り充足した』『充足していない（1 名以上内定を出したが満足していないため、

採用活動は継続）』『充足していない（1 名以上内定を出し、採用活動は終了予定）』と回答した方にうかがいました。 
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３．今回採用に至った生徒はどのようなきっかけで応募に繋がりましたか？（複数回答可） 

 
「今回採用に至った生徒はどのようなきっかけで応募に繋がったか」についてたずねたところ、『学校に届けた求人票

（48.5％）』と回答した方が最も多く、『民間企業の合同企業説明会（40.0％）』『ハローワークの合同企業説明会（39.6％）』

となりました。 

「学校経由の求人票」が主要なルートであることは変わりませんが、「民間企業の合同企業説明会」「ハローワークの合同企

業説明会」もそれぞれ約 4 割と高い割合を示しました。 

求人票という「紙」の情報だけでなく、イベントなどを通じて企業の雰囲気や担当者の熱意を直接伝えることが、応募の大

きなきっかけとなっていることがうかがえます。 

 

４．2026 年卒の高校新卒採用活動はいつ頃から開始しましたか？ 
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はじめに、「2026 年卒の高校新卒採用活動はいつ頃から開始したか」とたずねたところ、全体回答としては『7 月

（17.3％）』と回答した方が最も多い一方で、通常よりも早い時期の『2025 年 3 月以前（16.0％）』『4 月（15.3％）』と続き

ました。また、前設問にて「2026 年卒の採用人数が計画どおり充足した」と回答した方は『2025 年 3 月以前（23.2％）』と

回答した方が最も多く、『4 月（16.8％）』『7 月（15.8％）』となりました。 

高校新卒採用では、7 月 1 日の求人情報解禁に合わせて活動が本格化するため、『7 月』に開始と回答した方が最多となり

ました。しかし、計画どおり充足した企業は『2025 年 3 月以前』と年度変わりの前から活動していることから早くスタート

することで採用活動が成功する可能性があるようです。 

 

では、企業側は接点を作るために、具体的にどのようなアプローチを行っていたのでしょうか。 

 

  ５．求人情報を学校に伝える上で、どのような活動に注力しましたか？（複数回答可） 

 
 

「求人情報を学校に伝える上で、どのような活動に注力したか」と質問したところ、『先生への電話での連絡（40.5％）』と

回答した方が最も多く、『近隣の学校への訪問（40.2％）』『求人票の発送（37.6％）』となりました。 

「先生への電話連絡」「学校訪問」が上位を占めており、採用活動の開始時期は早まっている傾向があるものの、進路指導

担当の先生との関係値は変わっていないようです。また、約 3 割の方が「求人票」や「県外への訪問」、約 2 割の方が「先生

との交流会」や「メールでの連絡」と様々なアプローチを行っていることが明らかになりました。 

 

このことから、まずは様々な方法で先生に自社の魅力を認知してもらうことが、スタートラインとして不可欠であると考え

られます。 
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６．採用活動中にミスマッチを防ぐために特に注力して取り組んだことについて教えてください（複数回答可） 

 

そして、「2026 年卒の採用で、採用活動中にミスマッチを防ぐために特に注力して取り組んだこと」についてたずねたとこ

ろ、『インターンシップを受け入れた（29.5％）』と回答した方が最も多く、『高校生と話せるイベントに参加した（28.7％）』

『職場見学などで働く先輩社員と話す機会をつくった（27.8％）』となりました。 

「インターンシップ」「イベント」「先輩社員との対話」など、高校生にも直接アピールできる場が必要だと感じている様子

がうかがえます。文字情報だけでは伝わりにくい「リアルな情報」を届けることが、入社後のギャップを減らす鍵となってい

るようです。 

また、2026 年の採用充足別で見ると、「計画通り充足した」と回答した方は、「充足しなかった」と回答した方と比較する

と取り組み数が多い結果になりました。採用が上手くいっている企業は、採用活動時点から入社後を見据えてミスマッチ防止

に注力していることがわかります。 

 

■架け橋となるのは“求人票”だけではなかった！？令和の高卒採用ツールとは 

こうした対面での活動と並行して、募集の要となる「求人票」はどのような工夫を行っているのでしょうか。   

７． 2026 年卒の高校新卒採用の“求人票”は、昨年度と比べてどの項目を変更しましたか？（複数回答可） 
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まず、「2026 年卒の高校新卒採用の“求人票”は、昨年度と比べてどの項目を変更したか」とたずねたところ、『給与・賞与

（39.6％）』と回答した方が最も多く、次いで、『休日日数（30.4％）』『勤務地エリアの変更（27.8％）』となりました。 

「休日日数」や「勤務地エリアの変更」など、ワークライフバランスや働きやすさに関連する項目の改善も進んでおり、条

件面での魅力を高めることで競合との差別化を図ろうとする狙いが読み取れます。 

2026 年卒の採用充足別で確認すると、採用に成功している企業ほど『給与・賞与』と回答した方が多い結果となり、賃上

げの動きが高卒採用にも波及していることがわかります。また、変更した項目数は「計画どおり充足した」と回答した方より

「充足していない（1 名以上の内定あり）」の方が多い結果となりました。充足していない企業は変更項目を増やすことで採

用結果の変化を求めているようです。 

 

結果的に「企業の体力」や「企業の魅力」を高めないと採用を充足させることができず、企業にとっては非常に厳しい採用

市場に変化しつつあるようです。 

 

８． 2026 年卒の高校新卒採用で“求人票”以外に強化した採用ツールを教えてください（複数回答可） 

 

最後に、「2026 年卒の高校新卒採用で“求人票”以外に強化した採用ツール」についてたずねたところ、2026 年卒の採用充

足別で以下のような回答結果になりました。 

 

■計画どおり充足 

『採用パンフレット（45.8%）』 

『自社 HP（41.1%）』 

『求人サイト（33.3%）』 

 

■充足していない（1 名以上の内定あり） 

『求人サイト（40.6%）』 

『ハローワークの合同企業説明会（39.6%）』 

『自社 HP（35.7%）』 
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■充足していない（内定なし） 

『ハローワークの合同企業説明会（29.9%）』 

『求人サイト（23.4%）』 

『自社 HP（21.9%）』 

 

求人票以外のツールとして、「計画どおり充足」している企業は、外部ツールより自社ツールを強化している傾向があるよ

うです。しかし、そのような企業は採用競争力が高い可能性があるため、採用ツールの強化に悩んでいる企業は「会社を知っ

てもらう外部ツール」と「独自の魅力をアピールできる自社ツール」の両方を充実させる必要があるようです。 

また、全体の約 1 割が『採用向けの SNS アカウントや動画配信』と回答していることから、高校生がスマートフォンで気

軽にアクセスできるツールの強化も行っていることが明らかになりました。現在の採用戦略としてデジタルネイティブである

高校生に向けた「自社発信」の力も問われるようです。 

 

<アンケート結果まとめ>  

高卒採用を成功に導く鍵は「条件の改善」「早期の採用活動開始」と“リアル×デジタル”の接点を強化

すること 
 

今回の調査で、2026 年の高卒採用における企業の苦戦と、具体的な対策の実態が明らかになりました。 

昨年よりも募集人数枠を「増やした」企業が約半数と、高い採用意欲があります。一方で、2026 年の高卒採用の人数が計

画通りに充足できた企業は約 3 割にとどまっており、需要に対して供給が追いつかず、採用競争が激化している現状が浮き彫

りになりました。 

 

採用活動の内容を見ると、生徒の応募のきっかけは「学校に届いた求人票」に加え、「合同企業説明会」が上位になりまし

た。就職希望者が減少している昨今では、高卒採用で注力されてきた先生との関係構築だけではなく、生徒との直接的な接点

も重要視されています。 

また、ミスマッチ防止策として「インターンシップ」「イベント」「先輩社員との対話」に注力した企業が多いことから、リ

アルな情報提供、体験やコミュニケーションによる理解の促進に力を入れ、入社後のギャップを生まない工夫をしていること

がわかります。 

 

求人票の項目については「給与・賞与」「休日日数」「勤務地エリア」を見直す企業が多かったです。こうした待遇改善によ

る「働きやすさ」の強調は、はじめて社会に出る高校生に向けた募集ならではの傾向と言えます。 

同時に、求人票以外のツールとして「求人サイト」や「自社 HP」の強化が挙げられており、アナログな学校訪問とデジタ

ルな情報発信を組み合わせた活動が、令和の高卒採用におけるスタンダードになりつつあるといえます。また、SNS ツール

等を通した自社発信の力も問われることから、大卒採用と同じく「民間サービスの力」を活用しつつ、「企業の採用力」や

「採用における自社の魅力」を考え、周知する必要があるようです。 

 

また、「3 月以前」から採用活動を行っている会社が増えていることから、採用活動の開始時期を早めることが採用成功の

カギになっていることが明らかになりました。採用競争が激しくなる高卒採用において、求人票を発送して終了ではなく、能

動的な活動が重要になるようです。 

 

今後の高卒採用においては、労働条件の改善はもちろん、学校・先生との関係構築を維持しつつ、デジタルツールやイベン

トを駆使して生徒本人に直接魅力を届ける「多角的なアプローチ」とその「採用活動時期の早期化」が、採用成功のわかれ道

になるのではないでしょうか。  

【本件に関する取材の問い合わせ先】 

株式会社ジンジブ 広報：佐藤（TEL 070-1686-0594） E-mail：pr@jinjib.co.jp 
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【アンケート回答者属性】 

 

 

補足情報：高校生の就職活動について 

高校を通して応募を行う「学校斡旋（あっせん）」での高校生の就職活動では、毎年、行政（厚生労働省・文部科学省）、全国

高等学校校長協会、経済団体の 3 者協定により、就職活動のスケジュールや求人票の公開方法についての申し合わせがなされ

ております。 

応募開始から一定期間は、1 社応募に限定する「1 人 1 社応募」や、応募時の校内選考、高校の先生に付与される求人票「高

卒求人 WEB」へのアクセスなどが、戦後長く続いている独自の慣行です。 

 

●高卒採用 2026 年 3 月卒のスケジュール 

6 月 1 日 ハローワークによる求人申込書の受付開始 

7 月 1 日 企業による学校への求人申込及び学校訪問開始 

9 月 5 日 学校から企業への生徒の応募書類提出開始（沖縄県は 8 月 30 日） 

9 月 16 日 企業による選考開始及び採用内定開始 

10 月以降 「2 次応募」時期・2 社応募がはじまる時期（※都道府県による） 

※2027 年 3 月卒のスケジュールは公表予定をご確認ください。 
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＜ジンジブについて＞ 

株式会社ジンジブ 

代表取締役：佐々木 満秀（ささき みつひで） 

本社所在地：大阪府大阪市中央区南本町 2-6-12 サンマリオンタワー14 階 

拠点：大阪本社・東京・福岡・名古屋・仙台・広島・新潟・岡山・熊本・静岡 

設立：2015 年 3 月 23 日（グループ創業 1998 年 9 月 1 日） 

株式情報：東京証券取引所 グロース市場（証券コード：142A） 

HP：https://jinjib.co.jp/ 

ジンジブは「高卒」の若者のための社会課題解決企業です。同じく「高卒社長」である佐々木満秀が、「夢は、18 才から始

まる。」をスローガンに掲げて事業をはじめました。 

高校生が自分で求人情報を探せる「ジョブドラフト Navi」をはじめ、高校生が “働きたい”と思える会社に出会うきっかけ

づくりのサービスを提供しています。事業を通じて、これからを生きる人の夢を増やしてまいります。 

 

■サービスについて 

●高卒就活採用支援サービス 「ジョブドラフト」 

将来について考えるきっかけを提供するキャリア教育支援「ジョブドラフト Career」をはじめ、文字情報だけだった求人

情報を動画などで伝える就職情報アプリ「ジョブドラフト Navi」（https://job-draft.com ）や、高校生のための合同企業説明

会「ジョブドラフト Fes」を運営しています。また、社会に出た後にも寄り添うため、高卒第二新卒や既卒者へのリスキリン

グと就職・転職を支援する「ジョブドラフト School」「ジョブドラフト Next」を運営しています。 

2023 年 12 月「第 13 回キャリア教育アワード※」（主催：経済産業省主催）にて「優秀賞」を受賞。 

※ジンジブ https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000129.000048030.html 

 

●人事部支援サービス「人事部パック」 

これまでの「高卒採用」の支援にとどまらず、「採用戦略策定」「教育」「定着」「評価」「福利厚生」など、中小企業の「人

的資本経営」を支える人事にまつわる業務のサポートをする月額サービスです。日本の根幹を支える中小企業にとっての「人

事部」としてのパートナーとなり企業の成長をサポートします。 

 

 

【本件に関する取材の問い合わせ先】 

株式会社ジンジブ 広報：佐藤（TEL 070-1686-0594） E-mail：pr@jinjib.co.jp 

https://jinjib.co.jp/
https://job-draft.com/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000129.000048030.html

